
（1）　第　3194　号　旬刊（毎月 5･15･25 日） 2021年（令和３年）４月５日　（第三種郵便物認可）

　

４
月
に
入

り
、
冬
場
の
風

景
と
変
わ
っ
て

各
地
の
り
ん
ご

園
で
は
春
作
業
に
勤
し
む
生

産
者
が
多
く
目
に
つ
く
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
令
和
３
年

産
り
ん
ご
の
始
ま
り
を
実
感

さ
せ
ら
れ
る
。
本
格
的
な
作

業
に
伴
い
、
作
業
中
の
事
故

に
は
十
分
気
を
付
け
て
頂
き

た
い
。り
ん
ご
園
に
お
い
て
、

ぬ
か
る
ん
だ
地
面
、
園
地
内

の
勾
配
や
傾
斜
面
、
Ｓ
Ｓ
の

走
行
を
妨
げ
る
ほ
ど
大
き
く

な
っ
た
枝
な
ど
、
事
故
に
な

り
え
る
状
況
は
い
く
ら
で
も
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今
年
の

桜
前
線
は

例
年
よ
り

も
早
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
北
上
し
て
い
る

と
か
。
東
京
も
少
々
早
め
に

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
桜
が
満
開
を

む
か
え
た
。

　

桜
に
は
人
々
を
元
気
に
す

る
不
思
議
な
力
が
備
わ
っ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
未
だ
閉

塞
感
漂
う
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
、

桜
並
木
を
歩
い
て
い
る
人
の

中
に
、
表
情
が
曇
っ
て
い
る

人
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。

美
し
い
桜
に
目
を
奪
わ
れ
る

と
自
然
と
表
情
は
和
ら
ぎ
、
目

線
は
上
向
き
に
な
る
も
の
だ
。

行
動
や
姿
勢
が
心
理
状
態
に
影

響
を
与
え
る
と
言
う
学
説
が
あ

る
。下
を
向
い
て
歩
く
よ
り
も
、

上
を
向
い
て
歩
い
た
方
が
晴
れ

や
か
な
気
分
に
な
れ
る
の
は
明

白
だ
ろ

う
。
青

森
県
の
桜
の
開
花
は
も
う
す

ぐ
。
気
分
が
晴
れ
な
い
人
に
は

お
散
歩
程
度
の
軽
い
お
花
見
を

お
す
す
め
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん

密
を
避
け
て
感
染
予
防
対
策
は

万
全
に
し
た
う
え
で
。

　

青
森
県
の
春
は
バ
ラ
科
の
可

バ
ラ
科
の
花
を
愛
で
る
春

あ
る
。
脚
立
や
作
業
台
車
か
ら

の
落
下
、
草
刈
り
機
・
Ｓ
Ｓ
運

転
中
の
衝
突
や
転
倒
な
ど
、
大

け
が
し
た
方
や
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
方
の
話
も
よ
く
聞
く
。

年
齢
的
な
こ
と
も
あ
る
が
慣
れ

か
ら
く
る
油
断
の
部
分
も
大
き

い
。
り
ん
ご
生
産
者
は
体

が
資
本
で
あ
る
。
健
康
効

果
が
期
待
で
き
、
美
味
し
い
り

ん
ご
を
消
費
者
に
届
け
る
た
め

に
、
生
産
者
自
身
も
心
身
と
も

に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

さ
て
、
先
日
り
ん
ご
研
究
所

か
ら
発
芽
の
報
せ
が
届
き
、
春

ら
し
い
温
暖
な
天
候
で
生
育
も

春
作
業
の
は
じ
ま
り

平
年
よ
り
前
進
傾
向
に
あ
る
よ

う
だ
。
近
年
は
、
気
象
の
変
化

か
ら
生
育
の
平
年
値
自
体
も
昨

年
と
比
べ
て
１
～
２
日
ほ
ど
早

ま
っ
て
い
る
。
早
い
春
に
合
わ

せ
て
剪
定
作
業
や
枝
片
付
け
な

ど
の
追
い
込
み
作
業
に
大
忙
し

で
あ
る
。
あ
ま
り
実
感
が
無
く

と
も
温
暖
化
の
影
響
が
少
し
ず

つ
出
て
い
る
。
生
育
の
進
み
は

薬
剤
防
除
の
判
断
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
。
多
発
傾
向
に
あ
っ
た

黒
星
病
は
、
発
生
が
落
ち
着
い

て
き
て
お
り
、
新
規
薬
剤
の
登

場
で
今
年
の
防
除
対
策
が
強
化

さ
れ
た
も
の
の
、
油
断
は
で
き

な
い
。
昨
年
も
「
ふ
じ
」
で
は

発
芽
、
展
葉
が
早
ま
っ
た
一
方

で
、
４
月
は
低
温
で
開
花
が
平

年
並
と
生
育
に
ズ
レ
が
生
じ
た
。

天
候
の
変
化
で
降
雨
が
続
く
可

能
性
も
あ
る
。
各
自
が
自
園
地

の
生
育
を
観
察
し
た
上
で
、

降
雨
前
散
布
も
視
野
に
い

れ
た
適
期
散
布
に
努
め
る
こ
と

が
何
よ
り
大
事
と
な
る
。

　

生
育
だ
け
で
な
く
、
品
質
へ

の
影
響
も
大
き
い
。
昨
年
産

は
、
春
先
か
ら
の
凍
霜
害
に
よ

る
花
器
障
害
や
結
実
不
良
、
お

盆
過
ぎ
か
ら
の
高
温
で
着
色
不

良
や
日
ヤ
ケ
果
な
ど
、
天
候
に

大
き
く
振
り
回
さ
れ
た
。
今

年
の
桜
の
開
花
は
平
年
よ
り

早
い
予
想
で
あ
り
、
り
ん
ご

も
同
様
に
早
ま
る
と
思
わ
れ

る
。
発
芽
期
以
降
は
低
温
に

弱
く
、
障
害
の
発
生
す
る
可

能
性
が
高
ま
る
。
昨
年
の
よ

う
な
凍
霜
害
も
心
配
さ
れ
る

た
め
、
対
策
や
確
実
な
授
粉

で
生
産
性
を
高
め
、
単
収
１

割
増
産
を
目
指
し
て
頂
き
た

い
。
本
会
と
し
て
も
県
や
研

究
機
関
と
連
携
し
、
気
象
観

測
装
置
な
ど
の
情
報
共
有
も

図
り
な
が
ら
、
生
産
現
場
へ

の
情
報
発
信
を
今
年
も
展
開

し
て
い
き
た
い
。

　
（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
（
黒
石
市
）
の
生
育
調
査
に
よ
る
と
、

３
月
の
高
温
傾
向
に
伴
っ
て
主
力
品
種
の
発
芽
が
早
ま
っ
て
い
る
。「
ふ
じ
」
で
は
、
平
年
よ
り

８
日
早
い
３
月
30
日
と
な
り
、
歴
代
２
番
目
に
早
か
っ
た
昨
年
よ
り
は
１
日
遅
い
も
の
の
生
育

は
前
進
傾
向
に
あ
る
。
４
月
以
降
の
天
候
次
第
で
は
あ
る
が
、
開
花
予
測
（
４
月
１
日
時
点
）

も
早
ま
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
自
園
地
の
状
況
を
観
察
し
な
が
ら
薬
剤
防
除

時
期
の
判
断
や
春
作
業
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

前
進
傾
向
の
生
育

「
ふ
じ
」昨
年
並
み
に
早
い
発
芽

憐
な
花
々
を
存
分
に
楽
し
め
る

と
こ
ろ
が
魅
力
的
だ
。桜
が
終
わ

る
と
、次
は
り
ん
ご
の
花
が
満

開
と
な
る
。り
ん
ご
農
家
さ
ん
に

と
っ
て
は
、花
摘
み
に
追
わ
れ
る

忙
し
い
時
期
だ
と
思
う
が
、時
々

お
手
伝
い
す
る
程
度
の
お
気
楽

な
立
場

で
は
花

摘
み
は
心
躍
る
農
作
業
で
あ
る
。

実
す
ぐ
り
や
収
穫
よ
り
も
緊
張

感
や
難
易
度
は
低
く
、何
よ
り
も

可
愛
ら
し
い
り
ん
ご
の
花
に
癒

さ
れ
る
か
ら
だ
。首
都
圏
の
野
菜

ソ
ム
リ
エ
仲
間
か
ら
も
手
伝
っ

て
み
た
い
と
い
う
声
は
多
い
。

　

り
ん
ご
の
お
花
見
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
の
お
気
に
入
り

は
、
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
と
弘

前
市
り
ん
ご
公
園
だ
。
り
ん

ご
の
花
が
満
開
と
な
る
時
期

の
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
の
絶
景

た
る
や
。
弘
前
市
り
ん
ご
公

園
で
は
歴
史
的
な
品
種
か
ら

ク
ラ
ブ
ア
ッ
プ
ル
ま
で
様
々

な
り
ん
ご
の
花
を
フ
リ
ー
で

楽
し
め
る
。
り
ん
ご
好
き
に

は
た
ま
ら
な
い
オ
タ
ク
的
ス

ポ
ッ
ト
だ
。

フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
タ
ー

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
Ｐ
ｒ
ｏ

タ
ナ
カ
ト
ウ
コ

え
る
と
生
育
が
大
幅
に
進
ん

だ
。
県
南
果
樹
部
（
五
戸
町
）

に
お
い
て
も
「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル

ド
」「
王
林
」
が
同
28
日
（
ジ
ョ

ナ
：
同
８
日
早
、
王
林
：
同
９

日
早
）、「
つ
が
る
」「
ふ
じ
」

が
同
29
日（
同
９
日
早
）と
な
っ

て
い
る
。

　

同
研
究
所
の
４
月
１
日
時
点

で
発
表
さ
れ
た
開
花
（
１
樹
で

１
～
２
花
咲
い
た
時
）
予
測
で

は
、
平
均
気
温
が
平
年
並
に
推

移
し
た
場
合
で
「
ふ
じ
」
が
５

月
４
日（
平
年
比
３
日
早
）、「
王

林
」
が
５
月
１
日
（
同
４
日
早
）

の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
３

「ふじ」が発芽（弘前市薬師堂）

月
31
日
ま
で
の
気
象
デ
ー
タ
を

基
に
予
測
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
平
均
気
温
が
高
ま
っ
た
場
合

は
さ
ら
に
進
む
可
能
性
も
あ

る
。

　

り
ん
ご
研
究
所
の
福
田
典
明

栽
培
部
長
は
、「
毎
年
、
４
月

に
は
低
温
も
あ
る
た
め
、
今
後

の
開
花
ま
で
の
動
き
が
読
み
に

く
い
。
平
年
よ
り
早
ま
る
想
定

支
会
長
会
議
４
月
に
開
催

種
苗
法
改
正
の
説
明
会
も
実
施

―
―
◇
―
―
◇
―
―
◇
―
―
◇
―
―
◇
―
―
◇
―
―
◇
―
―

　

近
年
は
消
雪
時
期
が
早
く
、

３
月
の
温
暖
な
天
候
で
生
育
も

早
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
り
ん
ご

　

弘
前
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

休
職
者
等
農
業
マ
ッ
チ
ン
グ
緊
急
支
援
事
業

◆
事
業
内
容

　

弘
前
市
で
は
休
職
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
弘
前
市
民
等
と
人

手
不
足
に
悩
む
農
業
生
産
現
場
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
資

金
の
一
部
を
支
援
す
る
補
助
制
度
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

弘
前
市
民
又
は
弘
前
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
（
下

記
参
照
）
を
臨
時
作
業
員
等
と
し
て
雇
用
し
た
弘
前
市
内
の
農

業
者
・
農
業
法
人
等

　

一
時
休
職
中
で
雇
用
主
か
ら
副
業
が
認
め
ら
れ
た
方
、業
績
悪

化
等
で
働
き
先
を
失
っ
た
方
、飲
食
店
等
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
見

つ
か
ら
な
い
学
生
、そ
の
他
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
働
き
先
を
探
し
て
い
る
方

◆
補
助
金
額

　

賃
金
実
支
出
額
の
２
分
の
１
、
又
は
勤
務
日
数
×
３
０
０
０

円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

◆
補
助
対
象
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
４
年
２
月
28
日
ま
で

　

※
申
請
前
の
就
労
分
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
合
せ

　

弘
前
市 

農
林
部
り
ん
ご
課
（
０
１
７
２
―
４
０
―
７
１
０
５
）

　

本
会
は
、
支
会
長
会
議
を
津

軽
地
区
４
月
14
日
㈬
・
県
南
地

区
15
日
㈭
に
コ
ロ
ナ
対
策
も
万

全
に
し
た
上
で
開
催
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
津
軽
地
区
が
平

川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
平
川
市

光
城
２
丁
目
30
―
１
）、
県
南

地
区
が
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
三
戸

（
三
戸
郡
三
戸
町
大
字
川
守
田

字
関
根
４
―
11
）
を
会
場
に
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催
す

る
。
今
回
は
、
令
和
３
年
度
の

定
時
総
会
開
催
計
画
、
開
花
・

結
実
調
査
、
実
す
ぐ
り
期
巡
回

講
座
、
病
害
虫
マ
ス
タ
ー
養
成

事
業
の
募
集
案
内
や
り
ん
ご
学

校
と
い
っ
た
教
育
事
業
な
ど
に

関
す
る
案
件
に
加
え
、
優
良
支

会
の
表
彰
も
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

併
せ
て
実
施
さ
れ
る
支
会
長

研
修
で
は
、
農
林
水
産
省
食
料

産
業
局
よ
り
講
師
を
招
き
、
４

月
か
ら
改
正
と
な
る「
種
苗
法
」

の
概
要
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る

予
定
で
あ
る
。
春
先
の
事
業
内

容
な
ど
に
つ
い
て
各
支
会
長
と

情
報
共
有
す
る
た
め
、
是
非
参

加
し
て
頂
き
た
い
。

《第438回りんご研究会
（支会長研修）開催案内》

【日　程】　▼津軽地区　会場：平川市文化センター
　　　　　　　　　　　月日：令和３年4月14日㈬
　　　　　▼県南地区　会場：ジョイワーク三戸
　　　　　　　　　　　月日：令和3年4月15日㈭

【時　間】　午後３時～４時まで
※ともに午後１時30分からの支会長会議終了後の開催

【内　容】　「改正種苗法の概要について」
　講師：農林水産省食料産業局知的財産課種苗企画班
　参加：一般参加も受け付けしますので本会までお申
　　　　込み下さい。参加費は会員が無料、一般参加
　　　　（非会員）が１千円となります。
※コロナ対応に伴い事前申し込み（本会まで）をお願
　い致します。車でお越しの方は会場の駐車場をご利用
　下さい。

研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
発
芽

は
、「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
」
が

３
月
28
日
（
平
年
比
８
日
早
）、

「
王
林
」「
つ
が
る
」
が
同
29
日

（
同
８
日
早
）、「
ふ
じ
」
が
同

30
日
（
同
８
日
早
）
と
早
い
。

観
測
２
番
目
に
早
か
っ
た
昨
年

と
比
べ
る
と
や
や
遅
い
も
の

の
、
本
年
は
積
雪
量
が
多
く
、

消
雪
日
も
遅
か
っ
た
こ
と
を
考

2021年りんご研究所の開花予測
予測日：4月1日（3月31日までの気象データ）

品　種 発芽日
本年予測開花日 開花日

-２℃ -１℃ ０℃ +１℃ +２℃ 平年 前年

つがる 3/29 5/10 5/6 5/3 5/1 4/28 5/7 5/5

ジョナ 3/28 5/9 5/5 5/2 4/30 4/27 5/7 5/4

王　林 3/29 5/7 5/4 5/1 4/29 4/26 5/5 5/3

ふ　じ 3/30 5/12 5/7 5/4 5/1 4/29 5/7 5/7

で
作
業
を
行
い
、
薬
剤
散
布
の

準
備
も
進
め
て
頂
き
た
い
」
と

今
後
の
生
育
に
は
注
視
す
る
よ

う
に
呼
び
掛
け
た
。

　

主
産
県
で
あ
る
長
野
県
で

は
、
３
月
の
気
温
が
高
く
推
移

し
た
こ
と
か
ら
「
ふ
じ
」「
つ

が
る
」「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」

が
同
23
日
と
平
年
よ
り
早
く
、

観
測
２
番
目
の
早
さ
の
観
測
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
気
候
の

変
化
に
よ
っ
て
は
展
葉
期
、
開

花
期
に
地
域
で
差
が
生
じ
る
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
各
園
地
に

合
わ
せ
た
薬
剤
散
布
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
考
慮
し
て
作
業
を
進
め

て
頂
き
た
い
。
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結
実
確
保
の
た
め
、
よ
り
確
実
性
を
求
め
て
人
工
授
粉
を
行
う
生
産
者
が
増
え
て
い
る
。
近

年
は
開
花
期
の
天
候
不
順
や
マ
メ
コ
バ
チ
の
個
体
数
の
減
少
な
ど
も
み
ら
れ
、
不
受
精
花
（
カ

ラ
マ
ツ
）
の
発
生
も
目
立
つ
傾
向
に
あ
る
。
気
温
に
伴
う
影
響
が
顕
著
で
あ
り
、
令
和
２
年
産

の
り
ん
ご
花
粉
で
は
、「
王
林
」
を
中
心
に
例
年
と
比
べ
て
花
粉
量
が
少
な
い
事
例
が
み
ら
れ

て
い
る
。
本
会
の
貯
蔵
花
粉
に
お
い
て
も
発
芽
率
の
低
い
割
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
同
研
究
所

栽
培
部
の
調
査
結
果
も
含
め
要
因
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。

▼
令
和
２
年
産
り
ん
ご
の

花
粉
量
に
つ
い
て

　

り
ん
ご
研
究
所
で
は
、
令
和

２
年
春
に
採
取
し
た
「
王
林
」

な
ど
の
花
粉
量
が
少
な
い
と
の

声
か
ら
、
研
究
所
内
に
お
け
る

花
粉
の
調
査
を
行
っ
た
。
平
成

30
年
の
花
粉
と
比
較
す
る
と
、

葯
付
き
花
粉
の
重
量
に
差
は
大

き
く
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

の
、生
育
ス
テ
ー
ジ
が
早
い「
王

林
」「
千
雪
」
で
純
花
粉
量
が

少
な
く
、
生
育
の
遅
い
「
シ
ナ

ノ
ゴ
ー
ル
ド
」「
は
る
か
」「
世

界
一
」「
ふ
じ
」
が
同
程
度
～

や
や
多
い
結
果
で
あ
っ
た
（
表

１
、
写
真
１
）。「
王
林
」
の
場

合
、
葯
付
き
花
粉
の
重
量
に
対

し
、純
花
粉
の
割
合
が
10
・
２
％

（
30
年
産
対
比
36
・
４
％
）
と

少
な
い
。「
王
林
」
の
頂
芽
花

と
腋
芽
花
別
の
調
査
で
も
、
生

育
の
進
み
が
早
い
頂
芽
花
が

２
・
９
％
、
腋
芽
花
が
21
・
８
％

と
差
が
明
ら
か
で
、
花
粉
量
の

少
な
さ
が
顕
著
で
あ
っ
た
（
表

２
）。

　

ま
た
、
県
内
17
地
点
か
ら
採

取
し
た
「
王
林
」
の
花

粉
量
の
調
査
も
併
せ
て

行
っ
て
い
る
。
各
地
点

で
差
は
み
ら
れ
る
も
の

の
、
内
13
地
点
で
純
花

粉
量
が
20
％
を
下
回
っ

て
お
り
、
１
桁
台
も
み

ら
れ
た
。
同
研
究
所
の

平
成
30
年
の
花
粉
と
比

べ
て
少
な
い
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
り
、
発
芽
率

も
低
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
結
果
か
ら
品
種
間
差

は
、
生
育
の
早
晩
に
起
因
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
令
和
２
年

産
「
王
林
」
の
花
粉
量
が
例
年

よ
り
少
な
い
と
の
結
論
に
至
っ

て
い
る
。

　

本
会
の
貯
蔵
花
粉
で
は
、
発

芽
率
の
検
定
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
産
の
預
か
り
花
粉
の

内
、「
王
林
」
が
全
体
の
26
％

を
占
め
て
い
る
が
、
全
般
的
に

発
芽
率
が
低
い
傾
向
が
伺
え
る

（
写
真
２
）。
発
芽
率
90
％
以
上

の
花
粉
の
割
合
が
前
年
産
よ
り

１
割
少
な
く
、
10
～
30
％
台
の

花
粉
の
割
合
が
１
割
程
と
多

か
っ
た
。

　

同
じ
生
産
者
、
品
種
に
お
い

て
も
差
が
み
ら
れ
、
花
粉
量
の

少
な
さ
と
発
芽
率
の
低
さ
に
因

果
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
調
査
結
果
と
同
様
な
傾
向

で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

▼
花
粉
量
減
少
の
要
因

①
花
粉
形
成
期
の
低
温

　

同
研
究
所
栽
培
部
で
は
、
令

和
２
年
産
「
王
林
」
の
花
粉
量

の
少
な
さ
に
は
、
気
象
的
要
因

が
大
き
く
影
響
し
た
と
み
て
い

る
。
一
般
的
に
り
ん
ご
花
粉
の

形
成
時
期
は
、
発
芽
か
ら
展
葉

期
（
花
粉
母
細
胞
～
花
粉
四
分

子
期
）
に
相
当
し
、
こ
の
時
期

に
低
温
と
遭
遇
す
る
こ
と
で
花

粉
量
が
低
下
す
る
と
さ
れ
る
。

昨
年
は
「
王
林
」
の
発
芽
３
日

前
が
最
低
気
温
マ
イ
ナ
ス
２
・

６
℃
、
３
、
４
日
後
に
同
マ
イ

ナ
ス
１
・
８
℃
、
マ
イ
ナ
ス
１
・

７
℃
と
低
温
に
続
け
て
遭
遇
し

て
い
る
。
平
成
30
年
で
は
発
芽

前
日
の
マ
イ
ナ
ス
０
・
７
℃
が

最
低
で
あ
り
、
春
先
の
気
温
は

高
く
推
移
し
て
い
た
（
図
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
花
粉
形
成
期

の
低
温
が
影
響
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
令
和
２
年
の

花
粉
形
成
期
が
明
ら
か
に
な
っ

て
は
お
ら
ず
、
過
去
に
も
マ
イ

ナ
ス
２
℃
程
度
の
低
温
に
遭
遇

す
る
年
は
あ
っ
た
が
同
様
な
現

象
を
確
認
し
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
一
昨
年
に
み
ら
れ
た
未

曽
有
の
干
ば
つ
に
よ
る
樹
勢
低

下
や
弱
小
芽
の
増
加
な
ど
が
間

接
的
に
花
粉
形
成
に
影
響
し
た

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

②
頂
芽
花
と
腋
芽
花
の
差

　

前
述
し
た
よ
う
に
生
育
ス

テ
ー
ジ
が
早
い
品
種
ほ
ど
花
粉

量
が
少
な
く
、
品
種
間
差
も
み

ら
れ
、
頂
芽
花
と
腋
芽
花
で
も

明
ら
か
に
差
が
あ
る
。「
王
林
」

に
お
い
て
は
、
頂
芽
花
を
中
心

に
採
取
す
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
採
取
し
た
花
に
よ
っ
て
も

差
が
み
ら
れ
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
と
し
た
。

③
花
粉
採
取
時
の
環
境
や

そ
の
後
の
管
理

　

花
粉
は
、
多
湿
や
高
温
の
環

境
下
で
発
芽
率
が
大
き
く
低
下

す
る
。
開
葯
の
基
本
と
し
て
、

開
葯
機
の
場
合
は
湿
度
80
％
以

下
に
保
ち
、
温
度
20
～
25
℃
で

１
～
２
日
間
加
温
す
る
。
開
葯

機
が
無
い
場
合
は
、
日
当
た
り

が
良
い
暖
か
な
部
屋
で
新
聞
紙

の
上
に
薄
く
広
げ
、
温
度
30
℃

以
上
、
湿
度
80
％
以
上
に
な
ら

な
い
よ
う
に
２
～
３
日
置
い
て

管
理
す
る
。
雨
中
で
採
取
し
た

場
合
は
、
花
の
水
切
り
や
開
葯

時
に
葯
を
厚
く
重
ね
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
蒸
れ
る
の
を
防

ぐ
対
策
が
重
要
と
な
る
。ま
た
、

開
葯
後
も
す
ぐ
に
使
用
し
な
い

場
合
は
、
密
閉
容
器
に
乾
燥
剤

と
一
緒
に
入
れ
、
冷
暗
所
で
保

管
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
じ
品

種
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
採
取
時

期
、
管
理
が
異
な
る
た
め
、
差

が
み
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

昨
年
は
４
月
中
旬
頃
に
凍
霜

害
が
発
生
し
て
お
り
、
雄
し
べ

や
雌
し
べ
が
短
く
な
る
な
ど
花

器
障
害
も
各
地
で
み
ら
れ
て
い

た
（
写
真
３
）。
花
粉
形
成
だ

け
で
な
く
、
採
取
条
件
も
良
好

な
環
境
下
に
あ
っ
た
と
は
い
え

な
い
。

▼
授
粉
使
用
時
の
対
応

　

同
研
究
所
栽
培
部
で
は
、
令

和
２
年
産
「
王
林
」
の
花
粉
量

は
、
地
域
や
園
地
に
よ
っ
て

異
な
る
も
の
の
、
例
年
と
比

べ
て
少
な
い
と

考
え
る
べ
き
と

し
て
い
る
。
人

工
授
粉
に
使
用

す
る
際
は
花
粉

発
芽
率
を
確
認

の
上
、
通
常
よ

り
濃
い
希
釈
倍

数
で
使
用
す
る

か
、
他
品
種
の

花
粉
と
混
ぜ
て

授
粉
す
る
よ
う

に
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

基
本
の
希
釈
倍
数
と
し
て

は
、
発
芽
率
81
％
以
上
の
場
合

で
乾
燥
葯
付
き
花
粉
１
に
対
し

て
石
松
子
は
４
の
割
合
で
あ
る

（
表
３
）。
し
か
し
、
純
花
粉
量

の
少
な
い
可
能
性
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
発
芽
率
の
高
い
花
粉
に

お
い
て
も
「
王
林
」
の
場
合
は
、

人
工
授
粉
の
際
、１
：
２
、１
：

３
な
ど
希
釈
倍
数
を
濃
く
し
て

確
実
に
結
実
さ
せ
る
必
要
も
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。昨
年
、

自
園
地
で
採
取
し
た
「
王
林
」

の
花
粉
に
つ
い
て
は
発
芽
率
を

確
認
し
た
上
で
授
粉
に
使
用
頂

き
た
い
。

※
写
真
１
、
表
、
図
は
り
ん
ご

研
究
所
栽
培
部
デ
ー
タ

表3　花粉の希釈倍数（基本の容量比）
花粉発芽率

（％）
乾燥葯殻付

花　粉
石松子

81以上 1 4

80～61 1 3

60～41 1 2

40～31 1 1

30～21 1 0

20以下 花粉の活力が低く使用しない

表１　各品種における50花当たりの花粉量（令和２年、平成30年産）

品　種
葯殻付花粉重(g) 純花粉重(mg) 純花粉割合(%)
R2 H30 R2 H30 R2 H30 R2/H30

王　林 0.32 0.31 32.9 86.6 10.2 28.0 36.4
つがる 0.29 0.26 84.9 77.7 29.0 30.4 95.4

シナノゴールド 0.40 0.35 127.0 109.8 31.5 31.0 101.6
はるか 0.37 0.33 128.0 119.7 34.9 35.9 97.2
世界一 0.52 0.49 158.3 134.4 30.6 27.4 111.7
ふ　じ 0.35 0.34 99.3 101.1 28.4 30.0 94.7
千　雪 － 0.40 － 130.3 2.9 32.7 8.9

表2　採取花の違いが「王林」の純花粉量に及ぼす影響

採取花
花粉重量 純花粉割合

葯殻付(g) 純花粉(mg) (%)

頂芽花 0.15 4.3 2.9

腋芽花 0.15 32.6 21.8

写真1　50花当たり純花粉量の年次及び品種間差

世界一 つがる 王林

世界一

平成30年産

令和２年産

つがる 王林

写真3　低温による花器障害（右）

写真2　花粉の発芽の様子
（下が健全な花粉）

「王林」花粉 低温などで花粉量減少
授粉時の希釈倍数に注意

図　令和２年及び平成30年の最低気温の推移（りんご研圃場内の気象観測地点での観測値）
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気
温
が
16
℃
を
下
回
る
低
温

下
で
は
、マ
メ
コ
バ
チ
の
活
動

が
鈍
る
こ
と
か
ら
人
工
授
粉
に

よ
る
補
完
が
必
要
と
さ
れ
る
。

り
ん
ご
花
粉
の
発
芽
適
温
は
20

～
25
℃
程
度
で
あ
り
、低
温
が

続
く
と
発
芽
が
抑
制
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、人
工
授
粉
に
お
い
て

も
結
実
量
が
十
分
に
確
保
出
来

な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
。同

研
究
所
の
観
測
に
お
い
て
、「
ふ

じ
」の
開
花
期
間
中
の
気
温
で

最
も
低
か
っ
た
日
は
平
成
24
年

５
月
12
日
で
あ
り
、そ
の
日
の

最
高
気
温
は
９
・
６
℃
で
あ
っ

た
。そ
こ
で
同
研
究
所
栽
培
部

で
は
、10
℃
の
低
温
下
で
も
花

粉
発
芽
が
可
能
な
品
種
を
見

出
す
た
め
、26
品
種
の
花
粉
を

10
℃
、15
℃
、20
℃
下
で
培
養
し
、

発
芽
率
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

発
芽
率
が
50
％
以
上
と
な
る

し
て
い
る
。
生
育
の
平
年
値
は

20
ヵ
年
の
平
均
と
な
り
、
５
年

毎
に
更
新
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
今
年
か
ら
平
年
値
が
２
０

０
１
年
か
ら
２
０
２

０
年
ま
で
の
20
ヵ
年

の
平
均
に
更
新
さ
れ

た
。「
ふ
じ
」
で
は
、

発
芽
日
が
４
月
７
日

（
昨
年
ま
で
の
平
年

値
と
比
べ
２
日
早
）、

展
葉
日
が
４
月
18
日

（
同
１
日
早
）、
開
花

日
が
５
月
７
日
（
同

１
日
早
）、
満
開
期

が
５
月
12
日
（
同
１

日
早
）、
落
花
日
が

５
月
16
日
（
同
１
日

早
）
と
な
っ
て
い
る
。
他
主
力

品
種
に
お
い
て
「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー

ル
ド
」
の
開
花
日
以
外
は
各
時

期
で
１
～
２
日
早
い
（
表
）。

　

２
０
０
０
年
よ
り
以
前
の
記

録
を
み
る
と
「
ふ
じ
」
の
発
芽

日
が
４
月
10
日
以
降
の
年
が
多

い
傾
向
に
あ
っ
た
。
２
０
０
１

年
か
ら
の
20
ヵ
年
の
観
測
で

は
、
４
月
10
日
以
降
は
４
ヵ
年

し
か
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
10
日

以
前
で
あ
り
、
３
月
中
の
発
芽

が
昨
年
を
含
め
５
ヵ
年
も
あ

り
、
生
育
の
早
ま
り
が
顕
著
に

み
ら
れ
た
。

▽
春
先
の
気
温
上
昇
が
顕
著

　

同
研
究
所
栽
培
部
に
よ
る

と
、
１
９
３
１
～
２
０
１
９
年

ま
で
の
88
年
間
の
傾
き
に
比

べ
、
１
９
６
７
～
２
０
１
９
年

の
52
年
間
の
傾
き
が
や
や
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
年
平
均
気
温

は
緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
る
と

い
う（
図
１
）。
春（
３
～
５
月
）

の
月
別
平
均
気
温
の
推
移
を
み

る
と
、
３
月
は
上
昇
す
る
傾
向

が
大
き
い
も
の
の
、
５
月
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
４
月

は
わ
ず
か
に
下
降
す
る
傾
向

で
あ
っ
た
（
図
２
）。
そ
の
た

め
、「
ふ
じ
」
の
発
芽
日
、
展

葉
日
及
び
開
花
日
は
総
じ
て
早

ま
っ
て
い
る
。
発
芽
日
は
約
７

年
で
１
日
、
開
花
日
は
約
13
年

り
ん
ご
研
究
所
の
生
育
平
年
値

５
年
ぶ
り
の
更
新

温
暖
化
の
影
響
で
早
ま
る

▽
早
ま
る
生
育

　
（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
で
は
、
り
ん
ご
の
生

育
ス
テ
ー
ジ
を
調
査
し
、
記
録

図３　「ふじ」の生育ステージ（平年値）の変化

図２　春：３～５月の月別平均気温の推移

図1　年平均気温の推移
（観測地：りんご研究所）

人
工
授
粉
の
花
粉
選
択

低
温
下
で
も
発
芽
可
能
な
品
種

低
い
方
の
温
度
を
花
粉
発
芽
可

能
温
度
と
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て

も
20
℃
が
最
も
発
芽
率
が
高

く
、
温
度
の
低
下
に
伴
っ
て
発

芽
率
も
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
。

発
芽
可
能
温
度
と
し
て
は
、
多

く
が
15
℃
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、「
は
る
か
」「
ふ
じ
」「
世

界
一
」「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」「
金

星
」
の
５
品
種
に
お
い
て
は

10
℃
と
な
っ
た
。
特
に
「
は
る

で
１
日
の
ペ
ー
ス
で
早
ま
っ
て

お
り
、
開
花
日
に
比
べ
て
発
芽

日
の
前
進
化
が
顕
著
に
み
ら
れ

て
い
る
（
図
３
）。
こ
の
た
め
、

発
芽
日
か
ら
開
花
日
ま
で
の
日

数
が
長
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、

昨
年
も
そ
の
日
数
が
39
日
と
観

測
史
上
最
も
長
か
っ
た
。ま
た
、

夏
（
６
～
８
月
）、
秋
（
９
～

10
月
）
の
月
別
平
均
気
温
の
推

移
を
み
て
も
、
い
ず
れ
も
上
昇

傾
向
に
あ
る
。
６
月
に
比
べ
て

７
月
及
び
８
月
は
そ
の
傾
向
が

小
さ
く
、
10
月
に
比
べ
て
９
月

の
傾
き
は
や
や
大
き
い
。

　

恒
常
的
な
影
響
は
み
ら
れ
て

は
い
な
い
が
、
年
に
よ
っ
て
春

の
凍
霜
害
、
夏
の
日
ヤ
ケ
や
干

ば
つ
な
ど
が
み
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
気
候
変
動
に
伴
う
被

害
が
発
生
し
や
す
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

か
」
は
最
も
低
温
で
発
芽
し
や

す
い
特
性
を
有
し
て
い
た
。
一

方
で
、
一
般
的
に
人
工
授
粉
で

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
「
王

林
」
は
20
℃
と
高
く
、
15
℃
以

下
の
温
度
で
は
発
芽
率
が
著
し

く
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
判
っ
て

い
る
。

　

低
温
下
で
の
結
実
効
果
を

確
認
す
る
た
め
に
「
は
る
か
」

「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」「
王
林
」









































　

古
く
か
ら
の
り
ん
ご
園
を
改

植
す
る
と
幼
木
の
生
育
が
抑
制

さ
れ
、
樹
冠
容
積
が
小
さ
く
な

り
、
収
量
の
確
保
が
難
し
く
な

る
と
い
う
改
植
障
害
が
発
生
す

る
。
米
国
中
北
部
に
位
置
す
る

ミ
シ
ガ
ン
州
の
り
ん
ご
生
産
者

は
、
北
西
部
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の

生
産
者
の
よ
う
に
改
植
障
害
を

以
前
か
ら
あ
ま
り
心
配
し
て
い

な
か
っ
た
。
ミ
シ
ガ
ン
州
の
り

ん
ご
は
、
疎
植
か
ら
高
密
植

栽
培
へ
の
移
行
が
加
速
し
て
お

り
、
改
植
障
害
の
感
受
性
は
た

ぶ
ん
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
、

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
の
研
究
者

達
は
生
産
者
に
改
植
障
害
に
つ

い
て
理
解
し
て
欲
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　

改
植
障
害
を
引
き
起
こ
す

要
因
と
し
て
は
、
根
に
寄
生

す
る
線
虫
類
、
土
壌
病

害
、
土
壌
養
分
の
低
下

や
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
根
の
残
渣

に
由
来
す
る
生
長
抑
制
物
質
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
複
雑
で
あ

る
。
古
い
り
ん
ご
樹
を
伐
採
し

た
後
に
残
る
大
量
の
根
は
、
菌

類
、
病
原
微
生
物
、
線
虫
類
の

大
き
な
栄
養
源
と
な
る
。
ミ
シ

ガ
ン
州
の
り
ん
ご
生
産
者
は
、 改

植
障
害
と
対
策
試
験

〈Vol.16〉

改
植
す
る
場
合
に
１
年
間
休
耕

す
る
か
、
１
年
間
緑
肥
作
物
を

作
付
け
す
る
か
、
も
と
の
樹
列

で
あ
っ
た
場
所
に
栽
植
し
な
い

と
い
う
の
が
一
般
的
な
対
策
で

あ
る
。
た
だ
し
、
生
産
者
は
経

済
的
な
余
裕
が
な
い
た
め
、
翌

年
の
春
に
改
植
す
る
場
合
も
あ

の
で
使
用
し
な
い
と
い
う
の
が

ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
研
究
者
の
意

見
で
あ
る
。

　

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
で
は
、

同
州
の
土
壌
・
気
象
な
ど
の
環

境
条
件
に
適
合
す
る
改
植
障
害

対
策
を
確
立
す
る
た
め
の
試
験

を
ト
ー
ル
ス
ピ
ン
ド
ル
仕
立
て

の
高
密
植
園（
列
間
３
・

４
㍍
×
樹
間
０
・
９
㍍
）

で
実
施
し
て
い
る
。
品
種
は
収

益
性
が
高
く
人
気
の
「
ハ
ニ
ィ

ク
リ
ス
プ
」
で
、
台
木
は
標
準

的
な
Ｂ
９
台
と
Ｂ
９
よ
り
や
や

強
勢
で
改
植
障
害
に
抵
抗
性
の

あ
る
Ｇ
２
１
４
台
で
あ
る
。
試

験
は
、
２
０
１
９
年
に
開
始
さ

れ
、
フ
ル
生
産
が
始
ま
る
ま
で

の
５
年
間
で
あ
る
。
処
理
は

１
年
間
の
休
耕
、
緑
肥
作
物

の
比
較
、
樹
を
伐
採
す
る
前

に
除
草
剤
で
根
を
枯
ら
し
て

お
い
て
１
年
間
の
休
耕
な
ど

が
あ
る
。
す
で
に
栽
植
１
年

後
で
Ｇ
２
１
４
台
樹
の
生
育

は
Ｂ
９
台
樹
よ
り
早
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

青
森
県
に
お
け
る
改
植
障

害
の
実
態
と
生
産
者
の
対
応

は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
問
題
が
無
い
と

す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
が
。

（
参
考G

ood F
ruit

G
row

er2020

年
10
月
号
）

黒
石
市
北
美
町　
　
　

一
木　

茂

る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
行
わ
れ
て

い
る
く
ん
蒸
剤
に
よ
る
土
壌
消

毒
は
、
病
原
微
生
物
、
線
虫
類

に
対
し
て
一
時
的
な
効
果
が
あ

る
も
の
の
、
広
範
囲
に
有
効
で

あ
る
こ
と
か
ら
土
壌
微
生
物
相

の
多
様
性
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

表  りんご研究所の生育平年値（昨年と本年の比較）
平年値 つがる ジョナ 王 　林 ふ 　じ

発芽日
本　年 4/6 4/5 4/6 4/7

（昨年まで） (4/8) (4/ 6) (4/8) (4/9)

展葉日
本　年 4/19 4/14 4/16 4/18

（昨年まで） (4/20) (4/16) (4/18) (4/19)

開花日
本　年 5/7 5/7 5/5 5/7

（昨年まで） (5/8) (5/7) (5/6) (5/8)

満開日
本　年 5/12 5/11 5/11 5/12

（昨年まで） (5/13) (5/13) (5/12) (5/13)

落花日
本　年 5/17 5/16 5/15 5/16

（昨年まで） (5/18) (5/17) (5/16) (5/17)

図　各品種の花粉重量

表　各品種の花粉発芽可能温度及び花粉量
花粉発芽
可能温度

花粉量 品　　　種

10℃
多

はるか(S2S9)、ふじ(S1S9)、世界一(S3S9)、シナノ
ゴールド(S1S3) 、金星(S2S9)

中～少 （該当なし）

15℃

多
印度(S7S20)、ひろさきふじ(S1S9)、トキ(S2S9)、さ
んさ(S5S7)、タスカン(S5S10)

中～少

しおりの詩(S7S24)、シナノスイート(S1S7)、ゴー
ルデンセンチネル(不明)、紅玉(S7S9)、夏緑 (S3S9)、
春明21(S2S9) 、きおう(S1S7)、スノードリフト
(S25SX)、テラモン(S3S10) 、つがる(S3S7)、ウィ
ジック(S10S25)

20℃
多 千雪(S7S9)

中～少
未 希 ラ イ フ(S3S7)、メ イ ポ ー ル(S10S16)、恋 空
(S9S28)、王林(S2S7)

注）花粉発芽可能温度：発芽率50％以上となる最低温度
　　花粉量：50花当たりの純花粉重量が100mg以上を多、100mg未満
　　を中～少
　　括弧内はS遺伝子型であり、Sxは既知の遺伝子型でないことを
　　示す

の
花
粉
を
「
ふ
じ
」
に
10
℃
、

20
℃
の
環
境
で
授
粉
し
結
実
率

を
調
査
し
て
い
る
。「
王
林
」

は
10
℃
で
結
実
率
が
低
下
し
た

が
、
他
２
品
種
は
低
温
下
で
も

安
定
し
た
結
実
を
得
ら
れ
る
こ

と
も
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
花
粉
の
自
家
採
取
に

お
い
て
効
率
的
な
花
粉
の
収
集

を
考
え
る
と
花
粉
量
の
多
い
品

種
の
選
択
も
重
要
と
な
っ
て
く

る
。
花
粉
量
の
品
種
間
差
を
調

査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
50
花

当
た
り
の
花
粉
量
は
葯
殻
付
花

粉
で「
世
界
一
」、純
花
粉
で「
金

星
」が
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

前
述
の「
は
る
か
」「
ふ
じ
」「
シ

ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」
に
お
い
て
も

上
位
に
位
置
し
、
一
般
的
に
使

用
さ
れ
る
「
王
林
」「
つ
が
る
」

と
比
較
し
て
も
花
粉
量
が
多
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
（
図
）。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
人
工
授

粉
に
お
け
る
花
粉
選
択
は
、
授

粉
対
象
品
種
の
交
雑
和
合
性
を

確
認
の
上
、
花
粉
発
芽
可
能
温

度
が
低
く
、
花
粉
量
の
多
い
品

種
が
適
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ

る
（
表
）。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

は
「
ふ
じ
」
よ
り
開
花
日
が
同

日
か
ら
１
日
遅
い
た
め
、
当
年

産
の
花
粉
は
使
用
で
き
ず
、
前

年
か
ら
の
貯
蔵
花
粉
と
し
て
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
春
の
天

候
不
順
な
ど
天
候
の
変
化
も
顕

著
に
み
ら
れ
る
な
か
、
安
定
し

た
結
実
確
保
に
向
け
て
花
粉
選

択
も
考
慮
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。

葯殻付花粉重量/50花（mg） 純花粉重量/50花（mg）
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収
量
維
持
す
る
樹
体
の
構
成

品
質
を
高
め
る
枝
作
り

新
春
剪
定
大
会
講
師
に
聞
く
⑧

▼
概　

況

①
今
年
も
昨
年
と
同
じ
く
発
芽
が
早
ま
り
ま
し
た
。
り
ん
ご

研
究
所
で
は
生
育
の
早
い
「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
」
が
３
月

28
日
に
発
芽
し
た
の
を
皮
切
り
に
、「
つ
が
る
」
と
「
王
林
」

が
29
日
、「
ふ
じ
」
が
30
日
と
な
り
ま
し
た
。
五
戸
の
県
南

果
樹
部
で
は
「
ふ
じ
」
以
外
の
品
種
は
黒
石
と
同
じ
で
し

た
が
、「
ふ
じ
」
は
29
日
で
し
た
。

②
剪
定
は
ほ
ぼ
終
盤
で
、
枝
片
付
け
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
の

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
腐
ら
ん
病
の
胴
腐
ら
ん
や
枝
腐
ら
ん
が
共
に
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ
が
多
発
し
た
園
地
で
は
、
越

冬
卵
も
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
展
葉
１
週
間
後
に
備
え
よ
！

①
薬
剤
防
除
を
は
じ
め
作
業
計
画
を
立
て
る
上
で
生
育
ス

テ
ー
ジ
は
目
安
と
な
り
ま
す
が
、
平
年
値
が
今
年
か
ら
い

ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
昨
年
よ
り
１
～
２
日
早
ま
っ
て

（
４
月
５
～
14
日
） 















































い
ま
す
。
発
芽
日
ま
で
は
、
記
録
的
に
生
育
が
早
か
っ
た

昨
年
並
み
に
進
ん
で
い
ま
す
。

②
昨
年
は
１
回
目
の
薬
剤
防
除
で
あ
る
「
ふ
じ
の
展
葉
１
週

間
後
頃
」
が
４
月
18
～
20
日
頃
に
散
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
年
も
生
育
の
早
ま
り
が
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
４

月
の
第
４
半
旬
頃
に
は
薬
剤
散
布
が
始
ま
る
と
想
定
さ
れ

ま
す
。
各
自
園
地
の
展
葉
に
合
わ
せ
て
散
布
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

③
今
後
の
天
気
次
第
で
生
育
が
進
む
可
能
性
も
見
込
ん
で
、

Ｓ
Ｓ
の
整
備
や
走
行
路
に
危
険
箇
所
が
な
い
か
早
目
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
病
害
虫
は
早
期
確
認
・
早
期
対
処

①
昨
年
多
発
し
た
腐
ら
ん
病
で
す
が
、
今
年
も
十
分
な
警
戒

が
必
要
で
す
。
枝
腐
ら
ん
や
胴
腐
ら
ん
は
、
見
つ
け
次
第

速
や
か
に
切
り
落
と
す
か
治
療
す
る
な
ど
対
処
し
て
く
だ

さ
い
。

②
太
め
の
枝
や
幹
な
ど
に
発
病
し
、
病
斑
が
太
さ
の
半
分
以

上
ま
で
拡
大
し
て
い
る
場
合
は
思
い
切
っ
て
切
り
落
と
す

決
断
も
大
事
で
す
。

大
鰐
町
元
長
峰
支
会

山
田　

敏
彦 

氏

▼
亜
主
枝
を
置
か
な
い

短
幹
仕
立
て

　

山
田
氏
は
、
宅
配
を
主
と
し

た
経
営
に
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
消
費
者
に
求
め
ら
れ
る
品

質
と
し
て
特
に
食
味
を
重
視
し

て
い
る
。
同
氏
の
園
地
は
、
60

年
生
以
上
の
老
木
が
多
く
、
山

　

今
回
で
最
後
と
な
る
新
春
剪
定
大
会
講
師
の
紹
介
は
、
丸
葉
樹
の
講
師
を
務
め
て
い
る
大
鰐

町
元
長
峰
支
会
の
山
田
敏
彦
氏
で
あ
る
。
同
氏
に
自
園
地
で
の
剪
定
の
考
え
方
と
大
会
剪
定
樹

の
ポ
イ
ン
ト
を
伺
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。

手
の
た
め
積
雪
も
多
い
。
そ
の

た
め
、
枝
質
を
見
極
め
な
が
ら

の
成
り
枝
づ
く
り
や
結
果
母
枝

の
更
新
を
意
識
し
た
剪
定
を

行
っ
て
い
る
。

　

基
本
の
骨
格
は
、
３
～
４
本

の
主
枝
で
開
心
形
に
し
て
い

る
。
積
雪
は
１
・
５
㍍
以
上
に

な
る
こ
と
か
ら
雪
害
に
遭
い
や

す
く
、
地
力
も
弱
い
た
め
主
枝

を
低
い
位
置
か
ら
発
出
さ
せ
た

短
幹
仕
立
て
と
し
て
い
る
。
主

枝
が
多
い
た
め
、
亜
主
枝
を
置

か
ず
に
結
果
母
枝
で
構
成
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
（
写

真
１
）。
亜
主
枝
を
置
い
た
場

合
大
き
く
な
る
と
主
枝
同
士
の

空
間
が
埋
ま
り
易
く
、
基
部
の

枝
も
禿
げ
易
く
な
る
た
め
、
永

く
使
え
な
い
と
し
た
。
良
品
生

産
の
た
め
、
作
業
時
に
人
や
梯

子
が
入
り
易
い
よ
う
に
、
必
要

最
低
限
の
作
業
性
を
確
保
し
な

が
ら
の
樹
形
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。

　

結
果
母
枝
は
、
立
体
的
な
配

置
と
す
る
こ
と
で
収
量
と
品
質

を
維
持
し
て
い
る
。
主
枝
の
中

間
を
境
に
先
端
側
と
基
部
側
へ

伸
ば
す
よ
う
に
方
向
づ
け
を
行

い
、
横
の
空
間
を
有
効
活
用
す

る
と
い
う
。

　

ま
た
、
樹
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
、
先
端
に
結
果
部
位
が
集

中
し
て
く
る
と
雪
害
や
腐
ら
ん

病
な
ど
で
欠
損
し
た
際
に
戻
る

部
分
が
な
く
、
収
量
を
落
と
す

事
に
な
る
た
め
、
基
部
側
に
更

新
枝
と
な
る
枝
を
常
に
確
保
し

て
お
く
こ
と
も
大
事
だ
と
話
し

た
（
写
真
２
）。

　

花
芽
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

採
光
性
も
意
識
し
て
枝
を
配
置

し
て
い
る
。
永
く
使
い
過
ぎ
て

亜
主
枝
化
し
な
い
よ
う
に
結
果

③
リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ
の
越
冬
卵
が
非
常
に
多
い
園
地
も
あ
り
ま

す
。
昨
年
発
生
が
多
か
っ
た
園
地
で
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

越
冬
卵
を
確
認
し
た
場
合
は
薬
液
が
し
っ
か
り
か
か
る
よ

う
に
風
が
な
い
時
を
選
ん
で
丁
寧
な
散
布
に
努
め
て
下
さ

い
。

④
ナ
シ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
被
害
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
併
せ
て
被
害
状
況
を
確
認
し
、
徹
底
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

▼
凍
霜
被
害
に
注
意
！

①
生
育
の
早
い
年
は
凍
霜
被
害
を
受
け
や
す
い
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。
昨
年
も
４
月
中
下
旬
の
凍
霜
害
の
影
響
で

花
器
障
害
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

②
例
年
、
凍
霜
害
が
み
ら
れ
や
す
い
園
地
で
は
、
燃
焼
資
材

の
準
備
な
ど
を
行
い
、
天
気
予
報
の
情
報
に
も
注
視
し
な

が
ら
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

  

乾
燥
し
て
い
る
春
の
り
ん
ご
園

  

枝
片
付
け
時
の
野
火
に
注
意
し
て
下
さ
い
！

母
枝
の
基
部
に
も
予
備
枝
を
置

き
、
い
つ
で
も
更
新
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
、
上
下
の
間
隔
を

意
識
し
な
が
ら
骨
格
作
り
を

行
っ
て
い
る
。

▼
品
質
を
意
識
し
た

樹
勢
の
調
整

　

普
通
系
の
「
ふ
じ
」
の
場
合
、

樹
勢
が
強
す
ぎ
る
と
日
陰
を
作

り
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
着
色

が
悪
く
な
り
や
す
い
。
そ
こ
で

食
味
が
良
く
、
肥
大
と
着
色
を

両
立
し
な
が
ら
樹
を
永
く
使
っ

て
い
く
た
め
に
も
樹
勢
調
整
は

重
要
で
あ
る
と
話
す
。

　

樹
勢
判
断
は
、
新
梢
長
30
㌢

を
適
正
と
し
て
見
る
が
、
短
い

枝
で
も
花
芽
の
充
実
し
た
枝
が

多
い
場
合
は
適
正
な
樹
勢
と
し

て
判
断
す
る
と
し
た
。
ま
た
、

収
穫
期
の
落
葉
の
様
子
で
も
見

極
め
で
き
る
と
し
、
樹
勢
が
落

ち
着
い
て
２
次
伸
長
し
て
い
る

枝
が
少
な
い
樹
ほ
ど
、
落
葉
が

進
む
と
い
う
。

　

結
果
母
枝
や
成
り
枝
は
、
年

数
を
か
け
て
作
る
こ
と
で
花
芽

が
付
き
易
く
な
り
、
樹
勢
も
強

く
な
り
づ
ら
い
と
し
た
（
写
真

３
）。
果
台
枝
あ
が
り
で
芽
が

短
く
止
ま
っ
た
枝
を
使
う
こ
と

で
、
徒
長
枝
と
違
っ
て
葉
が
多

く
な
り
、
光
合
成
も
活
発
に
な

る
。そ
の
た
め
、花
芽
で
止
ま
っ

て
節
間
が
近
い
細
か
な
成
り
枝

で
構
成
す
る
こ
と
で
樹
全
体
の

葉
数
が
多
く
な
り
、
果
実
へ
養

分
が
十
分
に
行
き
渡
っ
て
品
質

の
良
い
果
実
が
成
り
や
す
く
な

る
と
話
し
た
。
同
氏
園
は
、
紋

羽
病
対
策
と
し
て
立
枝
を
多
め

に
置
き
、
上
向
枝
を
上
芽
で
切

写真１ 結果母枝を立体的に配置

写真３　細かい成り枝を多く付ける

写真２　常に先頭に変わる枝を準備

り
返
す
な
ど
樹
勢
を
落
と
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
樹
勢
調

整
と
し
て
枝
の
素
質
を
見
極
め

1
年
で
花
芽
の
掛
か
る
よ
う
な

枝
使
っ
て
い
る
。
徒
長
枝
を
使

う
場
合
は
、
そ
の
発
出
部
ま
で

は
養
分
を
引
っ
ぱ
る
が
太
り
易

い
の
が
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
永
く
置
く
と
先
端

を
衰
弱
さ
せ
る
た
め
、

素
質
の
良
い
枝
に
切
り

替
え
な
が
ら
樹
勢
の
調

整
を
し
て
い
く
と
い

う
。

▼
新
春
剪
定
大
会

　

で
の
考
え
方

　

今
回
剪
定
し
て
い
る

樹
は
、
骨
格
が
あ
る

程
度
で
き
て
い
る
も
の

の
、
成
ら
せ
過
ぎ
で
花

芽
が
少
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
１
年

目
は
収
量
を
確
保
す
る

た
め
花
芽
が
着
い
た

中
・
長
果
枝
を
中
心
に

残
し
、
新
た
な
結
果
母

枝
群
を
作
っ
て
い
く
よ

う
に
し
た
。
２
年
目
は

花
芽
が
で
き
て
き
た

が
、
北
側
で
弱
小
芽
が

多
く
、
樹
勢
の
偏
り
も

み
ら
れ
た
た
め
養
分
の
流
れ
を

意
識
し
、
主
枝
に
対
し
て
大
き

く
な
っ
た
枝
を
整
理
し
た
。
昨

年
か
ら
細
か
い
成
り
枝
が
多
く

付
き
、
樹
勢
の
競
合
が
多
く

弱
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本

　

暖
か
い
日
も
続
き
春
作
業

が
進
め
ら
れ
る
中
、
本
会
の

令
和
３
年
春
の
苗
木
斡
旋
も

今
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

初
日
か
ら
多
く
の
生
産
者
が

優
良
苗
木
を
求
め
来
会
し
て

い
る
。
本
年
は
「
特
選
三
島

ふ
じ
」
や
「
協
会
選
抜
ふ
じ
」

を
始
め
、
黄
色
品
種
の
「
シ

ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」「
ト
キ
」

が
人
気
の
よ
う
だ
。
在
庫
に

限
り
の
あ
る
も
の
も
あ
る
た

め
、
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

頂
き
た
い
。

　

今
月
24
日
㈯
ま
で
の
斡
旋

と
な
っ
て
お
り
、
平
日
が
午

前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
、
土
曜
日
が
午
前
８
時
30

分
～
昼
12
時
ま
で
、
日
曜
・

祝
日
は
休
み
で
あ
る
。
時
間

年
は
枝
の
更
新
を
中
心
に
行
っ

た
（
写
真
４
・
５
）。
主
枝
先

端
に
成
り
枝
が
集
中
し
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
更
新

枝
を
作
り
、
樹
を
若
返
ら
せ
る

よ
う
に
来
年
は
剪
定
し
た
い
。

外
の
引
取
り
も
対
応
す
る
た

め
在
庫
の
確
認
も
含
め
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
頂
き

た
い
。
昨
年
秋
や
今
春
に
予

約
さ
れ
て
い
る
方
は
早
め
の

引
取
り
を
お
願
い
す
る
。

　

り
ん
ご
苗
木
の
他
サ
ク
ラ

ン
ボ
や
モ
モ
、
洋
ナ
シ
な
ど

一
般
果
樹
も
取
り
扱
っ
て
い

る
の
で
、
食
後
や
休
憩
時
の

果
物
と
し
て
り
ん
ご
苗
木
と

併
せ
て
の
購
入
も
検
討
し
て

頂
き
た
い
。

写真５　新春剪定大会剪定樹（3年目、剪定後）写真４　新春剪定大会剪定樹（3年目、剪定前）

令
和
３
年
春
苗
木
斡
旋
始
ま
る

予
約
苗
木
の
受
取
も
続
々


